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てていないというのである（North 1990, 1994, 2002）。 
「制度が重要である（institution matters）」というこうした主張は、「政策こそが重要である（Policy 
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基盤となる法の支配を強制する有効な国家（という制度）無しには持続的な経済社会開発は不可能





























る、とデソトは主張した（De Soto 2000）7。 
デソトの主張は「包摂的で衡平な成長のための貧困層の法的エンパワーメント」という概念に結
                                            
5 具体的には、取引に先立って発生する契約書作成費用などの事前費用（ex ante cost）、契約違反に対処するための裁
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である（Governance Matters）」ことが実証されたと主張した(Kaufmann et al. 1999)。また、ナックと
キーファー（Knack & Keefer）は、財産権保護制度の有効性が経済成長にとって鍵となると主張し
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大きな問題を孕んでいた」と批判した(Milhaupt & Pistor 2010: 20)。 




（Carothers & De Gramont 2013）。 
被援助国の政治事情を援助戦略立案に活かす方策の検討において先んじているのはイギリス国
際開発省（Department of International Development: DFID）である。同省は、それまでのグッド・ガ
バナンス問題に関する処方箋が制度構築の政治性（経済制度であれ政治制度であれ、制度の構築は
政治的プロセスであり、そこに多様なアクターの利害関係が絡むこと）を無視してきたとの反省に
立ち（Evans & Ferguson 2013：33）、被援助国特有の政治状況を分析する「政治経済分析（Political 
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reform）」の策定を可能にするとされている（DFID 2009b:4-5）。さらに、被援助国内においては開発
援助機関自身が政治アクターであるとの認識に立ち、開発援助が却って被援助国に害悪をもたらす
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本稿の目的は開発援助の議論を広く紹介することにあります。本稿の掲載情報は信頼できると考えられ
る情報源から作成しており、作成には万全を期しておりますが、その正確性、完全性を保証するもので
はありません。詳しくは原論文をご参照下さい。また、記載された付加価値、政策含意や留意点は作成
者個人の責任で執筆されており、作成者が属する組織の見解とは必ずしも一致しておりません。 
 
